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夏季休業期間終了後の非常勤講師の賃金保障に関する緊急要請 
 

感染力の強いデルタ株が猛威を振るい、県内においても新規感染者が急増する状況の中、

8 月 18 日県立学校長あてた出されて通知には「各校の状況に応じて、対面授業とオンライ

ン授業や自宅での課題学習を併用しながら、生徒同士の接触機会を低減させる」ことが求め

られました。 

各学校では分散登校、短縮授業、特編授業、オンライン授業など工夫しながら生徒・教職

員の命と健康を守ることと、学びの継続の両立に工夫しながら対応しています。こうした中

で、予定されていた非常勤講師の授業がなくなる等の問題が各校で起きています。 

昨年の一斉臨時休業の際、県教委が発出した通知には「４、非常勤講師等の業務体制の確

保」として「学校の実情に応じ、非常勤講師の業務として、休業中の児童生徒の家庭学習課

題の作成、点検等を担当してもらうなど働く場の確保を図る」と非常勤講師の賃金保障につ

いて明確な指示がありました。今回の分散登校等でも、昨年の一斉臨時休業と同様の問題が

生じていますので、以下の要請をします。 

 

 

非常勤講師の賃金について 

（１）年度当初の年間行事予定表、時間割で予定されていた授業については、「児童生徒の

家庭学習課題の作成、点検等を担当してもらう」など工夫をして、賃金支払い対象と

すること。 

（２）学校の判断で職員が在宅勤務をすることになった場合は、非常勤講師についても 

在宅での勤務を賃金支払い対象とすること 

（３）非常勤講師に対し、今後の見通しなどを丁寧に伝えるよう学校長に徹底すること。 

 

以上 


